
 
 

 

 

 

 

 

第６章 給水装置工事の施工  
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１ 給水装置工事における注意事項 

 

（ １ ） 給 水 装 置 工 事 の 施 工 確 認 に つ い て  

 工 事 を 安 全 か つ 正 確 に 施 行 す る た め 、 給 水 工 事 承 認 書 の コ ピ ー 及 び 関 係 書

類 、 各 種 許 可 書 を 現 場 に 準 備 す る こ と 。  

 

（ ２ ） 給 水 装 置 工 事 主 任 技 術 者 の 業 務 （ 第 1 章 ４ － ２ － ウ  再 掲 ）  

ア  給 水 装 置 工 事 に は 、 熟 練 し た 技 術 力 を 必 要 と す る 工 種 が あ る こ と か ら 、

配 管 工 な ど の 配 置 計 画 を 立 て る と と も に 、役 割 分 担 と 責 任 範 囲 を 明 確 に し 、

給 水 装 置 の 構 造 及 び 材 質 の 基 準 に 適 合 し た 工 事 が 行 わ れ る よ う 指 導 監 督 を

行 う こ と 。  

イ  配 水 管 等 の 分 岐 箇 所 か ら 量 水 器 ま で の 給 水 装 置 工 事 に つ い て 、 適 正 に 工

事 が 行 わ れ な い 場 合 に は 、 配 水 管 の 損 傷 、 汚 水 の 流 入 に よ る 水 質 汚 染 事 故

及 び 道 路 の 陥 没 事 故 を 生 じ る お そ れ が あ る た め 、 十 分 な 知 識 と 技 能 を 有 す

る 者 に 工 事 を 行 わ せ る こ と 。  

ウ  調 査 段 階 、計 画 段 階 で 得 た 情 報 や 、関 係 者 と 調 整 し て 得 た 結 果 に 基 づ き 、

最 適 な 工 程 を 策 定 し 、 そ れ を 管 理 す る こ と 。  

エ  給 水 装 置 に 使 用 す る 給 水 管 及 び 給 水 用 具 等 は 、 工 事 の 発 注 者 に 対 し 、 あ

ら か じ め 契 約 書 な ど に 定 め て お き 、 工 程 ご と に 、 自 ら 又 は 配 管 工 な ど に 指

示 す る こ と に よ り 、 品 質 管 理 を 行 う こ と 。  

オ  給 水 装 置 工 事 の 施 行 に 当 た っ て は 、 給 水 管 の 端 か ら 土 砂 や 汚 水 の 流 入 を

防 止 す る よ う 努 め る こ と と し 、 接 合 部 か ら 接 着 剤 又 は シ ー ル 剤 が 内 部 に 入

ら な い よ う に す る こ と な ど 、 水 の 汚 染 や 漏 水 が 生 じ る こ と が な い よ う に 工

事 の 品 質 管 理 を 行 う こ と 。  

カ  工 事 従 事 者 の 事 故 や 災 害 を 防 止 す る た め 、 工 種 ご と に 安 全 を 確 保 す る こ

と 。ま た 、道 路 部 分 の 工 事 に お い て は 、通 行 者 等 の 安 全 に 万 全 を 期 す こ と 。 

キ  給 水 装 置 工 事 の 施 行 に 当 た っ て は 、 工 事 従 事 者 の 健 康 状 態 に も 注 意 し 、

水 道 水 を 汚 染 し な い よ う に 努 め る こ と 。  
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２ 給水管の分岐 

 

 （ １ ） 施 工 業 者  

   ア  サ ド ル 分 水 栓 に よ る 穿 孔 工 事 の 場 合 は 、 上 下 水 道 局 に 登 録 の 分 岐 穿 孔

工 事 施 工 業 者 に お い て 施 工 す る こ と 。  

   イ  不 断 水 分 岐 工 事 の 場 合 は 、 上 下 水 道 局 に 登 録 の 穿 孔 工 事 特 定 業 者 に お

い て 施 工 す る こ と 。  

 

 （ ２ ） 断  水  

給 水 管 の 分 岐 に つ い て は 、 原 則 、 不 断 水 で の 分 岐 工 法 と す る が 、 や む を 得

ず 、 切 管 に よ る 分 岐 等 で 断 水 を 伴 う 場 合 は 、 次 の と お り と す る 。 ま た 、 既 設

管 の 撤 去 等 で 断 水 を 伴 う 場 合 も 同 様 と す る 。 な お 、 断 水 に 起 因 す る 苦 情 等 に

つ い て は 、 申 込 業 者 に よ り 誠 意 を 持 っ て 対 応 す る こ と 。  

ア  断 水 工 事 を 伴 う 給 水 工 事 を 申 し 込 む 場 合 は 、 上 下 水 道 局 職 員 と 事 前 に

工 法 等 の 協 議 を 行 っ て お く こ と 。  

   イ  断 水 工 事 を 行 う に 当 た り 、 断 水 と な る 全 て の 家 屋 へ 断 水 お 知 ら せ 文 書

を 必 ず 前 日 ま で に 配 布 す る こ と 。  

ウ  断 水 工 事 の 施 工 日 時 ・ 場 所 ・ 内 容 等 に つ い て 上 下 水 道 局 職 員 と 協 議 の

上 、 決 定 す る こ と 。 特 に 飲 食 店 、 美 容 院 ・ 理 容 院 、 病 院 等 が 断 水 と な る

場 合 は 、事 前 に 聞 き 合 わ せ を 行 い 、断 水 の 了 解 が 取 れ る 日 時 で あ る こ と 。

な お 、 断 水 時 間 の 制 約 等 や む を 得 な い 理 由 が あ る 場 合 を 除 き 、 原 則 と し

て 、 土 ・ 日 曜 日 及 び 祝 祭 日 に 断 水 は 行 わ な い こ と 。  

エ  消 火 栓 が 使 用 で き な く な る 場 合 は 、 消 防 へ 届 け 出 を 行 う こ と 。  

オ  制 水 弁 の 操 作 は 原 則 と し て 上 下 水 道 局 職 員 で 行 う が 、 交 差 点 内 な ど で

作 業 の 安 全 を 確 保 す る た め に 誘 導 員 の 配 置 が 必 要 な 場 合 に つ い て は 、 請

負 業 者 で 手 配 す る こ と 。 併 せ て 、 制 水 弁 ボ ッ ク ス 内 の 確 認 も 行 う こ と 。

（ ボ ッ ク ス 内 が 土 砂 等 で 埋 ま っ て い る 場 合 が あ る 。 ）  

カ  緊 急 又 は 破 損 事 故 等 に よ り 予 定 し て い な い 断 水 が 生 じ た 場 合 は 、 断 水

範 囲 の 大 小 を 問 わ ず 、早 急 に そ の 旨 を 上 下 水 道 局 ま で 連 絡 す る こ と 。（ 断

水 苦 情 等 に 対 す る 原 因 の 早 期 特 定 が 必 要 で あ る こ と や 、 事 故 現 場 か ら 離

れ た 場 所 で 水 が 濁 る 場 合 が あ る 。 ）  
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（ ３ ） 分 岐 工 法        

ア  分 岐 口 径 は 水 理 計 算 に よ り 適 切 な 口 径 を 選 択 す る こ と 。  

イ  分 岐 口 径 が φ 2 5 m m 以 下 は 分 水 栓 に よ る 給 水 分 岐 と す る 。  

ウ  分 岐 口 径 が φ 3 0 m m 以 上 は 割 丁 字 管 に よ る 不 断 水 工 法 で 給 水 分 岐 す る こ

と と す る 。  

エ  配 水 管 が 耐 震 管 で あ る 場 合 は 、 割 丁 字 管 を 耐 震 型 と す る こ と 。  

 

（ ４ ） 分 岐 制 限  

ア  給 水 管 の 口 径 は 、 分 岐 し よ う と す る 配 水 管 よ り 小 口 径 で な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 口 径 φ 5 0 m m 以 下 の 配 水 管 か ら 分 岐 す る 場 合 は 、 配 水 管 と 同

口 径 の 分 岐 を 認 め る 。 た だ し 、 分 岐 後 の 量 水 器 口 径 が 配 水 管 と 同 径 と な る

場 合 は 、計 画 使 用 水 量 が 、配 水 管 の 配 水 能 力 よ り 少 量 で な け れ ば な ら な い 。 

イ  給 水 管 は 、 φ 3 5 0 m m 以 下 の 配 水 管 か ら 分 岐 す る こ と 。  

ウ  分 水 栓 の 口 径 は 、φ 2 5 m m 以 下 と す る 。た だ し 、V Pφ 4 0 m m 及 び V Pφ 5 0 m m

の 配 水 管 か ら 分 岐 す る 分 水 栓 の 口 径 は φ 2 0 m m と し 、給 水 口 径 が φ 2 5 m m 必

要 な 場 合 に 限 り 、 分 水 栓 か ら 異 形 継 手 を 用 い た 増 径 施 工 を 認 め る 。 な お 、

H P P Eφ 5 0 m m に つ い て は 、 口 径 2 5 m m の 分 水 栓 の 使 用 を 認 め る 。  

エ  １ 給 水 装 置 に 取 り 付 け る 分 水 栓 は １ 個 で な け れ ば な ら な い 。  

 

（ ５ ） 分 岐 位 置  

ア  給 水 管 の 分 岐 位 置 は 、 配 水 管 の 管 体 強 度 低 下 の 防 止 、 給 水 装 置 相 互 間 の

流 量 へ の 影 響 か ら 他 の 需 要 家 の 給 水 に 支 障 を 与 え な い こ と 及 び 維 持 管 理 上

の 理 由 か ら 配 水 管 の 継 手 部 端 部 及 び 既 設 の 給 水 管 の 分 岐 位 置 （ サ ド ル バ ン

ド 端 面 ） か ら 30cm 以 上 離 す こ と 。  

イ  異 形 管 及 び 継 ぎ 手 に は 分 水 栓 を 取 り 付 け て は な ら な い 。  

ウ  配 水 管 等 か ら の 分 岐 取 り 出 し 位 置 は 原 則 と し て 、 宅 内 入 り 口 付 近 と す

る 。ま た 、配 水 管 か ら 第 １ 止 水 栓 ま で の 分 岐 給 水 管 は 、原 則 と し て 配 水 管

か ら 直 角 方 向 に 配 管 す る も の と す る 。た だ し 、市 長 が 特 に 認 め た と き は こ

の 限 り で な い 。  
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（ ６ ） 分 岐 給 水 管 の 材 質  

量 水 器 1 次 側 ま で 給 水 管 の 材 質 は 、 次 の と お り と す る 。  

ア  φ 4 0 m m 以 下 は 水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 管 一 種 二 層 管 （ P E） を 使 用 す る 。  

イ  φ 5 0 m m 以 上 φ 1 0 0 m m 以 下 は 水 道 用 配 水 用 ポ リ エ チ レ ン 管  J W（ H P P E）

の 使 用 を 原 則 と す る 。た だ し 、布 設 場 所 等 の 条 件 に よ っ て は 上 下 水 道 局 と

協 議 の 上 、 水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管 （ S G P - V B） 又 は ダ ク タ

イ ル 鋳 鉄 管 （ D I P（ G X） ） を 使 用 す る も の と す る 。  

ウ  φ 1 5 0 m m 以 上 は ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 （ D I P（ G X） ） を 使 用 す る 。 た だ し 、

φ 1 5 0 m m の 場 合 で 布 設 場 所 等 の 条 件 に よ っ て は 上 下 水 道 局 と 協 議 の 上 、

水 道 用 配 水 用 ポ リ エ チ レ ン 管 （ H P P E） を 使 用 す る も の と す る 。  

エ  宅 地 内 の 給 水 装 置 を す べ て 更 新 す る 場 合 、宅 地 内 へ の 既 設 引 込 給 水 管 に

お い て す で に 耐 用 年 数 を 経 過 し て い る も の 、 φ 1 3 m m の 給 水 管 で 引 き 込 ま

れ て い る も の 、 布 設 年 代 が 不 明 な も の 及 び 過 去 に 漏 水 履 歴 が あ っ た も の

は 、今 後 の 維 持 管 理 の 観 点 か ら 、既 設 引 込 給 水 管 を 撤 去 し 、新 し く 引 き 込

み 直 す こ と 。  

オ  分 岐 給 水 管 を 布 設 す る 箇 所 の 土 質 、 既 存 構 造 物 、 そ の 他 の 特 殊 な 条 件 に

よ り 施 工 に 制 約 を 受 け る 場 合 は 、 上 下 水 道 局 と 協 議 の 上 、 適 切 な 管 種 を 選

定 す る も の と す る 。  

 

３ 給水管の布設 

 

（ １ ） 埋 設 深 さ  

ア  公 道 上 で は 原 則 と し て 分 岐 元 の 配 水 管 と 同 じ 土 被 り と す る 。（ 図 ６ － １ ）

た だ し 、 道 路 管 理 者 か ら 指 示 が あ っ た 場 合 は 、 指 示 さ れ た 土 被 り を 確 保 す

る も の と す る 。 そ の 他 の 場 合 の 取 り 扱 い は 次 に よ る も の と す る 。  

イ  車 両 通 行 の あ る 県 道 、 市 道 、 農 道 等 の 公 道 又 は 開 発 道 路 及 び 位 置 指 定 道

路 に 縦 断 的 に 布 設 す る 場 合 は 、 8 0 c m 以 上 と す る 。  

ウ  車 両 の 通 行 す る 私 道 は 、 6 0 c m 以 上 と す る 。  

エ  車 両 通 行 不 可 能 な 農 道 、 私 道 及 び 宅 地 内 は 、 3 0 c m 以 上 と す る 。  

オ  店 舗 、 ア パ ー ト 等 の 低 速 （ 概 ね 時 速 1 5 k m / h 程 度 ） で 車 両 が 通 行 す る 私

有 地 内 に お い て は 6 0 c m 以 上 と す る 。  
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図 ６ － １  

 

（ ２ ） 水 路 越 し  

水 路 や 雨 水 管 渠 な ど は 原 則 と し て 下 越 し 施 工 と す る 。 下 越 し 時 、 水 路 等 の

断 面 が 大 き く 、 漏 水 修 理 な ど に よ る 水 路 等 の 下 部 の 再 掘 削 が 困 難 な 場 合 は 、

塩 ビ 管 若 し く は 鋼 管 を 鞘 管 と し て 設 置 し 下 越 し 施 工 す る こ と 。  

物 理 的 に 水 路 等 の 下 越 し 施 工 が 著 し く 困 難 で 、 維 持 管 理 に も 支 障 を き た す

と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 布 設 場 所 、 給 水 管 の 材 質 、 工 法 、 防 護 措 置 等 に つ い て

上 下 水 道 局 と 上 越 し に 係 る 施 工 条 件 に つ い て 協 議 し 、 そ の 条 件 に 基 づ く 道 路

管 理 者 及 び 水 路 管 理 者 の 許 可 を 得 た 場 合 は 、上 越 し 施 工 を 認 め る も の と す る 。 

施 工 条 件 の 一 例 と し て 、 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 等 の 上 越 し 施 工 時 に 土 被 り が

6 0 c m 以 上 確 保 で き な い と き は 、 立 ち 上 が り 部 分 か ら 鋼 管 を 使 用 す る 。 ま た 、

必 要 に 応 じ て コ ン ク リ ー ト 打 設 等 に よ る 防 護 対 策 を 講 じ る 。 な お 、 給 水 管 下

面 か ら 構 造 物 ま で は 1 0 c m 以 上 の 離 隔 を 確 保 し 、給 水 管 の 土 被 り は 舗 装 厚（ 表

層 厚 ＋ 路 盤 厚 ） に 1 0 c m を 加 算 し た 厚 さ 以 上 と す る 。  （ 図 ６ － ２ ）  
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図 ６ － ２  

 

（ ３ ） 配 管 工 事 に つ い て  

ア  水 道 配 水 用 ポ リ エ チ レ ン 管 の 継 手 は 融 着 に よ る 接 合 を 原 則 と す る 。 た だ

し 、既 設 管 連 絡 、断 水 時 間 に よ る 時 間 的 制 約 が あ る 場 合 等 、施 工 上 ，融 着

に よ る 施 工 が 困 難 な 場 合 は 上 下 水 道 局 と 協 議 の 上 、メ カ ニ カ ル 継 手 に よ る

施 工 を 認 め る 。  

イ  ソ フ ト シ ー ル 弁 付 き 耐 震 形 の 不 断 水 割 丁 字 管 を 使 用 す る 場 合 、 分 岐 部 継

ぎ 手 は N S 形 受 け 口 と な っ て い る た め 、N S 形 の 挿 し 口 加 工 を 施 し た 鋳 鉄 管

を １ ｍ 以 上 布 設 す る こ と 。ま た は 、各 管 材 メ ー カ ー が 製 品 化 し て い る 鋳 鉄

管 用 異 種 管 接 ぎ 手 （ N S×H P P E） を 使 用 し て も よ い 。 （ 図 ６ － ３ ）  

ウ  簡 易 バ ル ブ 付 き 耐 震 形 の 不 断 水 割 丁 字 管 を 使 用 す る 場 合 、 制 水 弁 ま で の

配 管 は 鋳 鉄 製 （ 耐 震 形 ） に て 布 設 す る こ と 。  （ 図 ６ － ４ ）  
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図 ６ － ３               図 ６ － ４  

 

エ  口 径 7 5 m m 以 上 の 不 断 水 分 岐 等 の フ ラ ン ジ 接 合 を 行 う 場 合 は 、配 水 管

の 施 工 基 準 に 準 じ て フ ラ ン ジ 補 強 金 具 を 設 置 す る こ と 。  

オ  量 水 器 の 一 次 側 に お い て 、 口 径 50mm 以 上 の 接 続 に つ い て は 、 離 脱 防 止

付 ド レ ッ サ ー ジ ョ イ ン ト を 使 用 す る 。 口 径 40mm 以 下 の 接 続 に つ い て は 、

離 脱 防 止 付 金 属 ソ ケ ッ ト の 使 用 を 認 め る 。  

カ  硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 管 に お け る 曲 部 は 、継 手 を 使 用 し 、あ ぶ り 曲 げ は 、認

め な い 。  

キ  道 路 に 埋 設 す る 給 水 管 は 、 汚 水 管 、 雨 水 管 な ど 他 の 地 下 埋 設 物 や 道 路 擁

壁 な ど の 構 造 物 と 離 隔 を 十 分 に 確 保 す る こ と 。 原 則 と し て 3 0 c m 以 上 の 離

隔 を 確 保 す る こ と と す る が 、離 隔 が 確 保 で き な い 場 合 は 上 下 水 道 局 と 協 議

し 、 施 工 方 法 を 決 定 す る 。  

ク  配 水 管 等 か ら 給 水 管 を 分 岐 す る 工 事 を 施 工 す る に あ た り 、 事 前 に 上 下 水

道 局 で 配 水 管 等 の 情 報 を 確 認 し 、現 地 調 査 を 行 な っ て お く こ と 。施 工 時 に

は 、所 定 の 深 さ 以 上 は 人 力 に よ る 掘 削 と す る 。ま た 、機 械 掘 削 の 範 囲 で も 、

情 報 が 不 確 実 な ケ ー ス も あ る こ と か ら 人 力 で 探 り な が ら 掘 削 を 行 い 、配 水

管 等 の 破 損 に 注 意 す る こ と 。な お 、他 の 地 下 埋 設 物 に つ い て も 事 前 に 調 査

す る こ と と し 、誤 っ て 破 損 し た 場 合 に は 埋 設 物 管 理 者 に 報 告 し 復 旧 す る こ

と 。  

ケ  分 水 栓 設 置 箇 所 に は 、 腐 食 を 防 止 す る た め 必 ず ポ リ エ チ レ ン シ ー ト 等 を

使 用 し 被 覆 す る こ と 。 併 せ て 、 金 属 継 手 類 や 鋳 鉄 継 手 類 に も 防 食 テ ー プ や

ポ リ ス リ ー ブ 等 を 使 用 し 被 覆 す る こ と 。 ま た 、 水 路 等 の 横 断 な ど に よ る 露

出 配 管 と な る 給 水 管 に つ い て 、 必 要 に 応 じ て 防 食 防 寒 対 策 を 講 じ る こ と 。  
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コ  供 用 開 始 済 み 配 水 用 ポ リ エ チ レ ン 管 か ら の 分 岐 は 、 融 着 施 工 で は な く 、

HPPE 用 鋳 鉄 サ ド ル 付 分 水 栓 を 使 用 す る こ と 。  

サ  表 ６ － １ に 水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 二 層 管 の 最 小 曲 げ 半 径 を 示 す 。 最 小 曲 げ

半 径 を 超 え る 場 合 は 、金 属 製 P E 用 継 手 に よ り 対 応 す る こ と 。（ 図 ６ － ５ 、

６ ）  

  表 ６ － １  水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 二 層 管 の 最 小 曲 げ 半 径  

呼 び 径 ( m m )  １ ３  ２ ０  ２ ５  ３ ０  ４ ０  

最 小 曲 げ 半 径 ( c m )  ５ ５  ７ ０  ８ ５  １ ０ ５  １ ２ ０  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ － ５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 ６ － ６  ポ リ エ チ レ ン 管  不 適 合 事 例  
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シ  φ 5 0 m m 以 上 の 給 水 管 の 管 上 に は 規 定 さ れ た 位 置 に 埋 設 表 示 シ ー ト を 設

置 す る 。 設 置 す る 位 置 は 配 水 管 の 布 設 基 準 に 準 拠 す る 。  

  ス  給 水 管 及 び 給 水 用 具 は 、 最 終 の 止 水 機 構 の 流 出 側 に 設 置 さ れ る 給 水 用 具

を 除 き 、 耐 圧 性 能 基 準 に 適 合 し た も の を 用 い る こ と 。  

  セ  家 屋 の 主 配 管 は 、 配 管 の 経 路 に つ い て 構 造 物 の 下 の 通 過 を 避 け る こ と 等

に よ り 漏 水 時 の 修 理 を 容 易 に 行 う こ と が で き る よ う に す る こ と 。  

ソ  地 下 又 は ２ 階 以 上 の 階 層 へ 給 水 す る 給 水 管 に は 、 各 階 ご と に ゲ ー ト バ ル

ブ 等 を 設 け な け れ ば な ら な い 。   

 

（ ４ ） 配 管 の 接 続  

ア  配 管 の 接 続 に つ い て は 、 水 圧 に 対 す る 充 分 な 耐 力 を 確 保 す る た め に 、 そ

の 構 造 及 び 材 質 に 応 じ た 適 切 な 接 合 を 行 う こ と 。  

イ  切 断 面 の 面 取 り を 十 分 に 行 い 、 切 り ク ズ が 給 水 管 内 に 入 る こ と の な い よ

う に す る こ と 。  

ウ  ソ ケ ッ ト 等 の 接 着 の 際 に も 、 接 着 剤 の 使 用 方 法 を 遵 守 し 水 圧 に よ る 抜 け

及 び 漏 水 の な い よ う に 注 意 す る こ と 。  

エ  水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル ラ イ ニ ン グ 鋼 管 等 の 配 管 の 場 合 は 、 量 水 器 １ 次 側

に お い て は ネ ジ 切 り に よ る 接 合 は 行 わ な い こ と と し 、 防 食 処 理 を 十 分 に 行

う こ と 。  

  オ  圧 着 器 を 使 用 し 止 水 し た 場 合 は 、 材 質 に か か わ ら ず 、 圧 着 箇 所 を 金 属

継 手 で 保 護 し 、 防 食 処 理 を 施 す こ と 。  

 

（ ５ ） 既 設 管 の 撤 去  

不 要 と な っ た 既 設 給 水 管 は 、 配 水 管 分 岐 の 分 水 栓 に て キ ャ ッ プ （ サ ド ル キ

ャ ッ プ ） 打 ち 工 事 を 行 う こ と 。 な お 、 チ ー ズ 継 手 に よ る 分 岐 の 場 合 、 チ ー ズ

の 撤 去 工 事 を 行 う こ と 。  

 

４ 制水弁の設置 

 

（ １ ） 制 水 弁 の 設 置  

ア  給 水 分 岐 口 径 が 5 0 m m 以 上 の 場 合 は 制 水 弁 と し て ソ フ ト シ ー ル 弁 を 設 置

す る こ と 。  
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イ  制 水 弁 の 位 置 は 、 原 則 と し て 分 岐 す る 道 路 か ら １ m 程 度 内 側 に 設 置 す る

こ と 。地 下 埋 設 物 と の 干 渉 、振 り 上 げ 距 離 の 確 保 、そ の 他 現 地 の 条 件 に よ

り 設 置 で き な い 場 合 は 上 下 水 道 局 と 協 議 の 上 、位 置 の 変 更 を 認 め る 。（ 図

６ － ７ ）  

ウ  ソ フ ト シ ー ル 弁 付 不 断 水 割 丁 字 管 に よ り 給 水 分 岐 す る 場 合 は 、 割 丁 字 管

に 付 属 し て い る ソ フ ト シ ー ル 弁 を 制 水 弁 と し て 取 り 扱 う こ と で も よ い（ 図

６ － ８ ）が 、設 置 位 置 で 交 通 量 等 に よ り 操 作 が 行 え な い 場 合 は 、分 岐 す る

道 路 か ら １ m 程 度 内 側 に 別 途 設 置 す る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 ６ － ７                図 ６ － ８  

 

 

５ 第１止水栓及び量水器の設置 

 

（ １ ） 設 置 位 置  

ア  第 1 止 水 栓 は 、 原 則 と し て 引 き 込 ん だ 官 民 境 界 か ら 概 ね １ m の 位 置 で 操

作 で き る 箇 所 に 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

イ  止 水 栓 と 量 水 器 の 間 隔 は 、誤 分 岐 防 止 の た め 原 則 と し て 3 0 c m と す る が 、

量 水 器 が 「 花 壇 内 」 「 車 庫 内 部 」 「 車 の 下 」 等 と な る 場 合 は 、 検 針 や 維 持

管 理 が し や す い 場 所 に 設 置 す る こ と 。  

ウ  宅 内 入 り 口 付 近 以 外 に 量 水 器 を 設 置 す る 場 合 で 、 壁 、 フ ェ ン ス 等 に よ り

容 易 に 量 水 器 の 検 針 が 出 来 な い 場 合 は 上 下 水 道 局 と 協 議 の 上 、位 置 を 決 定

す る こ と 。  
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エ  第 １ 止 水 栓 設 置 位 置 が 、 配 水 管 等 の 分 岐 位 置 か ら 特 別 な 事 情 が あ り 、 や

む を 得 ず 斜 め に 設 置 さ れ る 場 合 は 、 配 水 管 等 の 分 岐 位 置 か ら 第 １ 止 水 栓 ま

で の 配 管 状 況 を 給 水 申 込 書 に 記 入 す る こ と 。  

オ  配 水 管 等 が 埋 設 さ れ て い る 道 路 部 に 宅 地 が 接 道 し て お ら ず 、 公 道 や 進 入

路 に 単 独 の 給 水 管 を 縦 断 的 に 布 設 す る 場 合 は 、 配 水 管 か ら 分 岐 し 維 持 管 理

に 支 障 と な ら ず 最 短 と な る 位 置 に 第 １ 止 水 栓 を 設 置 す る こ と を 原 則 と す

る 。 そ の 場 合 、 宅 地 側 に は 止 水 栓 の 設 置 は 必 要 と し な い 。 （ 図 ６ － ９ ）  

ま た 、 止 水 栓 ボ ッ ク ス の 中 に は 所 有 者 名 若 し く は 使 用 者 名 を 記 し た プ ラ

ス チ ッ ク 製 の 名 札 を 設 置 す る こ と 。  

カ  上 記 に お い て 複 数 の 給 水 装 置 が 連 帯 す る 給 水 共 同 管 の 場 合 に は 、 第 1 止

水 栓 の 設 置 と は 別 に 分 岐 し た 給 水 装 置 ご と に 止 水 栓 を 宅 地 内 へ 設 置 す る こ

と 。 （ 図 ６ － １ ０ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 ６ － ９                図 ６ － １ ０  

 

キ  進 入 路 の 所 有 者 が 給 水 装 置 の 所 有 者 と 同 一 の 場 合 は 、 量 水 器 は 第 １ 止 水

栓 に 近 接 し て 設 置 す る こ と 。 （ 図 ６ － １ １ ）  

こ の 時 、 量 水 器 ボ ッ ク ス に つ い て は 車 両 の 通 過 に よ る 破 損 が な い よ う 、

適 切 な 防 護 、 材 質 の 選 定 を 行 う こ と 。 量 水 器 ボ ッ ク ス の 破 損 が 予 想 さ れ る

場 合 は 、 上 下 水 道 局 と 協 議 の 上 、 場 所 の 変 更 を 認 め る も の と す る 。  

ク  進 入 路 が 共 用 の 場 合 は 、 量 水 器 は 宅 地 内 に 設 置 す る も の と し 、 量 水 器 ま

で の 給 水 管 の 材 質 は Ｐ Ｅ 管 と す る こ と を 原 則 と す る 。 （ 図 ６ － １ ２ ）  
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    図 ６ － １ １               図 ６ － １ ２  

 

ケ  量 水 器 は 空 気 が 入 る と 検 針 量 に 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ が あ る こ と か ら 、給 水

栓 よ り も 低 い 場 所 に 設 置 す る こ と 。  

コ  量 水 器 の 設 置 場 所 は 、衛 生 上 、常 に 乾 燥 し 汚 染 や 埋 没 の 恐 れ が な い 場 所

で あ る こ と 。  

サ  車 両 の 通 行 す る 道 路 に 止 水 栓 を 設 置 す る 場 合 は 、 そ の 土 被 り は 6 0 c m と

す る 。止 水 栓 前 後 の 給 水 管 と の 土 被 り に 段 差 を 生 じ る 場 合 は 、P E 用 の 金 属

製 エ ル ボ 等 を 用 い て 施 工 す る も の と す る 。  

 

（ ２ ） 量 水 器 の 迅 速 な 取 り 付 け  

指 定 業 者 は 給 水 装 置 工 事 で 設 置 す る 量 水 器 を 上 下 水 道 局 か ら 受 領 後 、 直 ち

に 取 り 付 け る こ と 。 量 水 器 を 受 領 し て 直 ち に 取 り 付 け る こ と が で き な い 場 合

に は 、 量 水 器 を 局 へ 速 や か に 返 納 す る こ と 。 ま た 、 量 水 器 口 径 変 更 の 場 合 に

は 、 新 （ 変 更 後 ） 量 水 器 は 旧 （ 変 更 前 ） 量 水 器 と 交 換 し て 出 庫 す る こ と を 原

則 と す る 。  
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（ ３ ） 量 水 器 及 び 止 水 栓 の ボ ッ ク ス 等 の 品 質  

ア  量 水 器 ボ ッ ク ス 及 び 第 １ 止 水 栓 ボ ッ ク ス は 基 準 省 令 に 適 合 し 、 第 三 者 認

証 機 関 の 品 質 認 証 品 で あ り 、 市 章 入 り の 製 品 を 使 用 す る 。 ま た 、 量 水 器 口

径 4 0 m m 以 下 の 量 水 器 に お い て 、 コ ン ク リ ー ト 製 量 水 器 ボ ッ ク ス を 使 用 し

て い る 場 合 は 、 改 造 工 事 時 に 使 用 者 若 し く は 申 込 者 の 負 担 に お い て 、 樹 脂

製 量 水 器 ボ ッ ク ス （ 底 板 付 ） に 交 換 す る こ と 。  

イ  量 水 器 口 径 1 3 m m は 小 型 量 水 器 ボ ッ ク ス（ 間 口 3 4 0×2 0 0 以 上 ）を 、量 水

器 口 径 2 0 m m 及 び 2 5 m m は 中 型 量 水 器 ボ ッ ク ス （ 間 口 4 4 0×2 0 0 以 上 ） を 、

量 水 器 口 径 3 0 m m 及 び 4 0 m m は 大 型 量 水 器 ボ ッ ク ス （ 間 口 5 0 0×2 7 0 以 上 ）

で 市 章 入 り の も の を 使 用 す る こ と と す る 。  

ウ  量 水 器 ボ ッ ク ス は 底 板 付 と す る こ と 。 ま た 、 量 水 器 交 換 等 維 持 管 理 の 都

合 上 、 ボ ッ ク ス の 調 整 枠 を 使 用 す る 場 合 は 1 0 c m 程 度 ま で を 限 度 と し 、 そ

れ 以 上 の 調 整 が 必 要 と な っ た 場 合 に は 配 管 替 え に て ボ ッ ク ス 高 さ を 調 整 す

る こ と 。  

エ  4 0 m m の 量 水 器 を 設 置 す る 場 合 で 、 伸 縮 止 水 栓 ハ ン ド ル を 全 開 に し て ボ

ッ ク ス 蓋 を 閉 じ た 時 、 ハ ン ド ル に 蓋 が あ た る 場 合 は 、 3 c m 程 度 ま で の 調 整

枠 に よ り ボ ッ ク ス 高 さ を 調 整 す る 。  

オ  宅 地 内 の 第 １ 止 水 栓 で φ 2 5 m m 以 上 の 場 合 は 、H 2 0 0 等 局 の 指 示 す る 止 水

栓 ボ ッ ク ス （ 市 章 入 り ） を 使 用 す る こ と 。  

カ  開 発 道 路 、 生 活 道 路 等 の 通 過 交 通 量 及 び 大 型 車 両 の 通 行 の 少 な い 道 路 に

止 水 栓 を 設 置 す る 場 合 は 、 T - 1 4 仕 様 の 止 水 栓 ボ ッ ク ス を 設 置 す る こ と 。  

キ  片 側 １ 車 線 以 上 の 交 通 量 の 多 い 道 路 に 止 水 栓 を 設 置 す る 場 合 は 、T - 2 5 仕

様 の 止 水 栓 ボ ッ ク ス を 設 置 す る こ と 。  

ク  止 水 栓 ボ ッ ク ス の 向 き は 、 水 が 流 れ る 方 向 （ 二 次 側 ） に ヒ ン ジ 部 が 向 く

よ う に 設 置 す る 。 な お 、 制 水 弁 ボ ッ ク ス に つ い て は 、 分 岐 方 向 に 矢 印 が 向

く よ う に 設 置 す る 。  
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（ ４ ） 量 水 器 及 び 量 水 器 ボ ッ ク ス の 施 工 に つ い て  

  ア  量 水 器 ボ ッ ク ス は 地 上 設 置 と す る 。な お 、蓋 表 面 が 設 置 箇 所 の 周 辺 地 面

の 高 さ よ り も 低 く な ら な い よ う 設 置 す る 。  

イ  量 水 器 は 水 平 に 設 置 す る こ と 。量 水 器 を 傾 斜 し て 設 置 す る と 、感 度 の 低

下 や 量 水 器 の 耐 久 性 が 減 じ る 。  

ウ  量 水 器 を 設 置 す る 際 に は 量 水 器 の 流 入 側 に 伸 縮 止 水 栓 又 は 制 水 弁 等 を 設

け な け れ ば な ら な い 。  

エ  伸 縮 止 水 栓 の 伸 縮 部 分 の 長 さ は 2 c m 程 度 を 確 保 す る こ と 。  

 

オ  量 水 器 ボ ッ ク ス 内 に ス ト ッ プ バ ル ブ を 設 置 し て い る 場 合 は 、 伸 縮 止 水 栓

に 交 換 す る こ と 。  

カ  口 径 φ 2 5 m m 以 下 の 給 水 管 に 設 け る 止 水 栓 と 量 水 器 の 間 隔 は 、 原 則 と し

て 3 0 c m と す る こ と 。 そ れ 以 外 の 間 隔 で 施 工 す る 場 合 は 上 下 水 道 局 と 協 議

の 上 、 承 認 を 得 る こ と 。 ま た 、 口 径 3 0 m m 以 上 の 給 水 管 で 量 水 器 の １ 次 側

に 制 水 弁 を 設 置 す る 場 合 は 、 制 水 弁 か ら 維 持 管 理 に 支 障 が 無 い 範 囲 で 最 短

と な る 位 置 に 量 水 器 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ ５ ） 大 口 径 の 場 合  

ア  φ 5 0 m m 以 上 の 量 水 器 を 取 り 付 け る 場 合 に は 量 水 器 の 交 換 、 修 理 等 に お

け る 断 水 時 の 逆 流 防 止 の た め 、 量 水 器 の ２ 次 側 に も ソ フ ト シ ー ル 弁 を 設 け

な け れ ば な ら な い 。  

イ  量 水 器 口 径 が φ 5 0 m m 以 上 の 量 水 器 ボ ッ ク ス に つ い て は 、 鉄 筋 コ ン ク リ

ー ト に よ る 現 場 打 設 量 水 器 ボ ッ ク ス 及 び 鋼 板 加 工 に よ る ボ ッ ク ス 蓋 （ 検 針

窓 付 き ） 、 若 し く は 、 上 下 水 道 局 で 承 認 し た 既 製 品 （ 量 水 器 交 換 な ど の 維

持 管 理 に 支 障 が 無 い 製 品 で あ る こ と ） を 使 用 す る 。 （ 図 ６ － １ ３ 、 ６ － １

４ 、 ６ － １ ５ 、 ６ － １ ６ ）  

 

 

 

 

 

 



６－１５ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ － １ ３  大 口 径 量 水 器 ボ ッ ク ス 標 準 図  
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図 ６ － １ ４  大 口 径 量 水 器 ボ ッ ク ス 蓋 標 準 図  
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※自動車等の荷重がかかる場合は、別途考慮すること。
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図 ６ － １ ５  大 口 径 量 水 器 ボ ッ ク ス 施 工 標 準 図  
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図 ６ － １ ６  大 口 径 量 水 器 ボ ッ ク ス 施 工 標 準 図 (既 製 品 )  
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６ 造成地等の給水共同管 

 

（ １ ） 給 水 申 込 に 関 す る 事 項  

ア  宅 地 造 成 工 事 に お い て 、 給 水 共 同 管 及 び 宅 地 内 引 き 込 み 給 水 管 に 係 る 工

事 以 外 に 量 水 器 を 設 置 す る 工 事 用 給 水 装 置 の 工 事 に つ い て も 、 一 つ の 宅 地

造 成 工 事 の 申 込 に つ き 1 件 含 め る こ と を 認 め る 。 （ 工 事 用 給 水 装 置 の 給 水

申 込 は 宅 地 造 成 の 給 水 申 込 と 同 時 申 込 と な る ）  

イ  宅 地 造 成 に お け る 給 水 工 事 の 完 成 検 査 が 完 了 し な け れ ば 、 各 宅 地 に お け

る 給 水 申 込 書 の 受 付 は で き な い こ と に 留 意 す る こ と 。  

 

（ ２ ） 給 水 共 同 管 の 布 設  

ア  給 水 共 同 管 は 公 道 又 は 造 成 地 道 路 内 に 布 設 す る も の と す る 。  

イ  給 水 共 同 管 か ら 分 岐 す る 給 水 管 の 分 岐 は 、 原 則 と し て 給 水 共 同 管 の 口 径

が 5 0 m m 以 上 の 場 合 は サ ド ル 付 き 分 水 栓 、 5 0 m m 未 満 の 場 合 は 金 属 チ ー ズ

継 手 に よ る 分 岐 と す る 。  

ウ  給 水 共 同 管 の 末 端 は 、 原 則 、 宅 地 内 引 込 み 給 水 と す る 。 た だ し 、 給 水 共

同 管 の 延 長 が 長 い な ど 維 持 管 理 に 支 障 が あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、局 と

の 協 議 に よ り 管 末 端 部 に 排 水 設 備 を 設 置 す る こ と 。  

エ  H P P Eφ 5 0 の 給 水 共 同 管 に 空 気 弁 を 設 置 す る 場 合 は 、 融 着 タ イ プ の 分 水

栓 を 使 用 し 、 小 型 空 気 弁 を 設 置 す る も の と す る 。  

オ  給 水 管 が タ コ 足 配 管 に な ら な い よ う 配 管 ル ー ト の 調 査 ・ 設 計 を 行 う 。  

カ  消 火 栓 等 の 消 火 施 設 に つ い て は 消 防 署 と 協 議 を 行 う 。  

 

（ ３ ） 宅 内 引 込 み に つ い て  

 給 水 管 宅 内 引 込 み 位 置 は 原 則 と し て 各 戸 の 入 口 付 近 と し 、 止 水 栓 を 設 置 せ

ず キ ャ ッ プ 止 め と し 、 コ ン ク リ ー ト 境 界 壁 等 に 設 置 し た 青 ピ ン に よ り 埋 設 位

置 の 表 示 を 行 う こ と 。 併 せ て 完 成 図 面 に は 、 キ ャ ッ プ 止 め し た 位 置 の オ フ セ

ッ ト を 表 示 す る こ と 。  
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     図 ６ － １ ７  宅 地 造 成 給 水 工 事 （ 参 考 図  管 割 図 及 び 使 用 材 料 ）  

 

７ 給水管の保護 

 

 （ １ ） 露 出  

  ア  水 道 用 耐 衝 撃 性 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 管 及 び 水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 管 、 水 道 用

ポ リ ブ デ ン 管 、水 道 用 架 橋 ポ リ エ チ レ ン 管 、配 水 用 ポ リ エ チ レ ン 管 は 樹 脂

製 で あ る た め 、長 期 に わ た る 紫 外 線 の 照 射 に よ り 劣 化 し 、材 料 強 度 等 の 性

能 が 低 下 す る こ と か ら 、仮 設 配 管 を 除 き 原 則 と し て 屋 外 の 露 出 配 管 は 認 め

な い 。や む を 得 ず 配 管 す る 場 合 は 、ラ ッ キ ン グ 等 の 紫 外 線 が 当 た ら な い よ

う な 処 置 を 行 う と と も に 、 定 期 的 な 維 持 管 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  
  イ  給 水 管 の 露 出 部 分 は 、 た わ み 、 振 動 等 を 防 ぐ た め 適 当 な 間 隔 で 、 金 具 な

ど を 用 い て 建 造 物 に 固 定 す る こ と 。  

ウ  給 水 管 の 露 出 部 分 は 凍 結 及 び 外 傷 の お そ れ の あ る 場 合 は 、 適 当 な 材 料 で

防 護 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ ２ ） 他 の 構 造 物  

ア  構 造 物 を 下 越 し 、 上 越 し で 横 断 す る 場 合 に 離 隔 が 取 れ な い 場 合 は 、 さ や

管 等 を 用 い 、 給 水 管 に 損 傷 の な い よ う に 配 慮 す る こ と 。  

イ  軌 道 下 を 横 断 す る 場 合 等 、 電 蝕 、 衝 撃 又 は 荷 重 を 受 け る お そ れ の あ る 箇

所 に は 防 護 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  
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ウ  排 水 管 な ど 他 の 管 渠 構 造 物 と 並 列 配 管 や 交 差 配 管 と な る 場 合 、 給 水 管 と

管 渠 構 造 物 の 外 面 間 の 距 離 と し て 3 0 c m 以 上 の 離 隔 を 確 保 す る こ と 。 た だ

し 、 前 述 の 離 隔 が 確 保 で き な い 場 合 は 、 上 下 水 道 局 と 協 議 し 、 適 切 な 措 置

を 講 じ る こ と 。  

エ  給 水 管 を 土 間 及 び 犬 走 り 等 の コ ン ク リ ー ト で 巻 き 込 ん で 配 管 す る 場 合

は 、 破 損 事 故 に 留 意 し 、 給 水 管 の 材 料 の 選 定 、 保 温 チ ュ ー ブ 等 で 保 護 す る

等 、 材 質 及 び 構 造 的 な 配 慮 を 行 う こ と 。  

 

（ ３ ） 腐 食  

ア  酸 、 ア ル カ リ 等 に よ っ て 侵 さ れ る お そ れ の あ る 箇 所 は 、 防 護 措 置 を 講 じ

な け れ ば な ら な い 。  

イ  温 度 の 影 響 を 受 け や す い 箇 所 の 配 管 は 、 温 度 変 化 に よ る 膨 張 収 縮 を 吸 収

し 、 配 管 の 変 形 に よ る 破 損 を 防 ぐ よ う 、 必 要 に 応 じ て 十 分 な 措 置 を 講 じ る

こ と と す る 。  

ウ  樹 脂 製 の 管 材 は 、有 機 溶 剤 、ガ ソ リ ン 、灯 油 、油 性 塗 料 、ク レ オ ソ ー ト 、

シ ロ ア リ 駆 除 剤 等 に 接 触 す る と 材 質 的 に 侵 さ れ 又 は 浸 透 し 、 軟 化 、 亀 裂 、

劣 化 や 水 質 事 故 を 起 こ す の で 、 こ れ ら の 物 質 を 取 り 扱 う 事 業 所 等 の 給 水 工

事 に つ い て は 使 用 す る 給 水 管 の 材 料 に つ い て 十 分 に 検 討 し 、 上 下 水 道 局 と

協 議 し 、 承 認 を 得 る こ と 。  

 

８ 上下水道局への立会依頼 

 

断 水 、 穿 孔 、 不 断 水 、 材 料 検 査 、 洗 管 及 び 水 圧 試 験 等 に お い て 上 下 水 道

局 の 立 会 を 要 す る 場 合 は 、 事 前 に 日 程 調 整 を 行 っ た 上 で 、 原 則 と し て ３ 営

業 日 前 ま で に 上 下 水 道 局 に 立 会 依 頼 書 を 提 出 す る こ と 。  

 

９ 不正な行為 

 

   給 水 申 込 を 行 わ な い 無 届 け 工 事 、 上 水 道 の 不 正 使 用 、 ク ロ ス コ ネ ク シ ョ

ン な ど は 条 例 に 違 反 す る 不 正 な 行 為 で あ る 。 こ れ ら の 不 正 な 行 為 は 水 道 施

設 全 体 の 機 能 や 安 全 性 に 障 害 を 与 え る 場 合 も あ る こ と か ら 、 決 し て 行 っ て

は な ら な い 。 ま た 、 不 正 を 行 っ た 事 業 者 な ど に は 、 そ の 内 容 に よ っ て は 指
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定 の 取 り 消 し 等 の 処 分 が 課 せ ら れ る の で 、 不 正 な 行 為 を 行 わ な い よ う 注 意

す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


